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感染症対策事業費追加や観光戦略推進事業費追加を含む
令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）などを可決

今定例会では、感染症対策事業費追加を含む令和 3 年度一般会計補正予算など
市長から提出された 16 件の議案のほか、8 件の請願、7 件の議会案を審議し、
それぞれ議決しました。

▶議案審査等の概要は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7 ～ 12 をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 1 号 令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）
【感染症対策事業費追加】

今後も変異株等による感染拡大が心配されるため、検査体制を充実する
費用や感染症患者の入院医療費を負担する費用、感染の疑いがある方への
医療機関の案内や新型コロナウイルス感染症に関する一般相談に対応する
費用を追加するものです。

【観光戦略推進事業費追加】
新型コロナウイルスの影響により、売り上げが減少している観光事業者

への支援策として、市内宿泊施設や飲食店等の観光消費促進キャンペーン
を実施するものです。

〔期間〕令和 3 年 12 月～令和 4 年 3 月　　〔定員〕20,000 人
〔対象〕長野県民と信州まつもと空港を利用する県外の方

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会に文書によ

り提出するものです。議員の紹介が必要です。

「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を
求める意見書」採択を求める請願書

どの子にも行き届いた教育をするために、さらなる
少人数学級化の推進と教育予算の増額を行うことなど
を趣旨とする意見書を国に提出することを求めるもの

➡詳細やその他の請願については、 
こちらからご覧いただけます。

議会案
実現に向けて国会や関係行政庁に送付しました。

地方財政の充実・強化に関する意見書
地方財政全体の安定確保に向けて対策を行うよう国

に求めるもの

➡詳細やその他の議会案については、 
こちらからご覧いただけます。

令和 3年 9月

定例会
9 月 6日～ 27日
（会期 22日間）

人　事
市が人権擁護委員として、下記の方々を国に推薦す

ることについて同意しました。
・人権擁護委員　木

きの

下
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こ

　氏

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会に文書によ

り提出するものです。議員の紹介は不要です。

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を 
辺野古新基地建設などの埋立に 
使用しないことを求める陳情書

悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋
立てに使用しないことなどを趣旨とする意見書を国に
提出することを求めるもの

➡詳細やその他の陳情については、 
こちらからご覧いただけます。

採択

可決

採択
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査
し、その審査結果を参考に本会議で議決します。定例会中の
委員会では、議案の審査のほかにも、請願、陳情を審査して
います。ここではその一部をお伝えします。

令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）
【一般事務費追加・OA 化推進費追加】

QR コード決裁の段階的導入に伴い、決済事業者へ
支払う手数料と窓口に決済処理確認用のタブレット端
末を配備する経費を計上するものです。

こんな質問・要望が出ました

Q 窓口におけるキャッシュレス決済の事業者の選
定について理事者の考え方を聞きたい。

A 市民課と生涯学習課で先行して導入し、特定の 1
事業者から始める。事務手順を整理したうえで、

新年度以降他の事業者へ拡大する。手数料等について
も勘案しながら選定していきたい。

要 望
様々なキャッシュレ

ス決済を市民が使用し
ていることから、窓口
でのキャッシュレス決
済は、多くの人が使え
る仕組みを検討してほ
しい。

議案第 1 号可決 令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）
【新型コロナウイルスワクチン接種事業費追加】

新型コロナウイルスワクチン接種に関し、接種対象
年齢が 12 歳から 15 歳までに拡大されることに伴うワ
クチン接種委託料や集団接種会場の運営経費等を計上
するものです。

こんな質問が出ました

Q SNS で妊婦のワクチン接種に対する不安につい
ての書込みが見られる。市では妊婦のワクチン

接種についてどのような対応をしているのか。

A 8 月からのデルタ株による感染拡大後、早期のワ
クチン接種を希望する妊婦の方々の声が多くなっ

ている。市としてもいち早く接種していただけるよう
対応をしている。ホー
ムページ、SNS 等を
通じてワクチンに関
する正しい情報を周
知し、引き続き安心
して接種していただ
けるよう対応する。

議案第 1 号可決

厳しくチェック !!

議案審査等の概要

令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）
【まつもと市民芸術館管理運営費追加】

串田和美総監督退任後の市民芸術館のあり方等を検
討するため、専門家会議を設置するものです。

こんな質問が出ました

Q 市民芸術館の今後のあり方等を検討する専門家
会議について、人選にあたっての考え方と専門

家会議からの提言の取り扱いは。

A 文化芸術の振興、文化施設の事業運営の評価や
研究に取り組む方、公共文化施設の活用支援組

織など、全国の劇場・ホールの実情に精通した方々か
ら、客観的な視点で提言をいただくための人選を行
う。提言は、市長が今後の市民芸術館の方向性などを
決定するにあたっての
判断材料とする。

議案第 1 号可決 令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号）
【アルプス公園整備事業費追加・アルプス公
園管理運営検討事業費】

旧まきば山荘跡地にある展望広場下の基礎部分の劣
化状況や耐震調査を実施する経費、アルプス公園北側
エリアの活用や今後の管理運営等を協議する検討委員
会の設置費用を計上するものです。

こんな質問・要望が出ました

Q 展望広場の耐震調査の目的は。今後も展望広場
として活用していくのか。

A 展望広場は多くの方に利用してもらっているが
基礎に劣化がみられることから、現状の安全を

確認するために実施する。オートキャンプ場設置の議
論とは関係ない。今後、飲食スペースや日陰の設置な
ど広く要望を受けて活用を検討したい。

要 望
アルプス公園北側エリアの活用検討については、自

然豊かな環境を生かした活用を検討してほしい。ま
た、北側エリアだけでなく、アルプス公園全体を見て
検討してほしい。

議案第 1 号可決
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賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果
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○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
会派名
議員名

議案
番号

開明 政友会 誠の会 公明党 日本共産党
松本市議団 無所属

土
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昭

横
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裕
治
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輝
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上
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一
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1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

予算

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 令和 3 年度松本市一般会計補正予算（第 5 号） 4 常任

可決 可決

2 令和 3 年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別
会計補正予算（第 1 号） 厚

3 令和 3 年度松本市霊園特別会計補正予算（第 1 号） 建

4 令和 3 年度松本市介護保険特別会計補正予算（第 1
号） 厚

5 令和 3 年度松本市水道事業会計補正予算（第 1 号） 建

6 令和 3 年度松本市下水道事業会計補正予算（第 1
号） 建

決算等　※議決結果は、第 3 回臨時会（p13）をご覧ください。

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

7 令和 2 年度松本市水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

決算
特別

継続
審査

継続
審査8 令和 2 年度松本市下水道事業会計未処分利益剰余金

の処分について
9 令和 2 年度松本市歳入歳出決算の認定について
10 令和 2 年度松本市公営企業会計決算の認定について

財産

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

11 市有財産の譲渡について（寿台ふれあいセンター） 総
可決 可決12 市有財産の譲渡について（古宿集会施設） 総

13 市有財産の譲渡について（旧梓川診療所） 総

道路

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

14 市道の認定について 建 可決 可決

その他

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決　　
結果付託

委員会
審査
結果

15 過疎地域持続的発展計画の策定について 総 可決 可決

人事

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

― 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めるこ
とについて ― ― 同意

議会案

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 8 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書

－ － 可決

議 9 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める
意見書

議 10 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見
書

議 11 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと
を求める意見書

議 12 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を辺野古新基地な
どの埋立てに使用しないことを求める意見書

議 13 地方財政の充実・強化に関する意見書

議 14 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し、地方税財
源の充実を求める意見書

請願

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 1 「シルバー人材センターに対する支援を求める意見
書」の提出について 厚

採択 採択

請 2 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求め
る意見書」採択を求める請願書 経

請 3 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意
見書」採択を求める請願書 経

請 4
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求め
る請願書

経

請 5 沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を辺野古新基地など
の埋立てに使用しないことを求める請願 厚

請 6 沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を辺野古新基地など
の埋立てに使用しない事を国に求める請願 厚

請 7 沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を辺野古新基地など
の埋立てに使用しない事を国に求める請願 厚

請 8 地方財政の充実・強化を求める国あて意見書の提出
を求める請願について 総

陳情

番号 件　　　　　　　名
委員会審査 議決

結果回付
委員会

審査
結果

陳 10 消費税率５％への引き下げを求める陳情書 総 不採択 ー

陳 11 消費税の適格請求書（インボイス）等保存方式導入
中止を求める陳情書 総 不採択 ー

陳 12 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を辺野古新基地建
設などの埋立に使用しないことを求める陳情書 厚 採択 ー

報告

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和 3 年度松本市病院事業会計補正予算（第 1 号） 厚 承認 承認
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※ 1　立地適正化計画　生活を支える施設や住宅などがまとまって立地し、公共交通などで容易にアクセスできるまちづく
りを推進するための制度。波田駅周辺は、医療、福祉、商業などの施設の立地を誘導すべき地域である「都市機能誘導区域」
とされている。

用語
解説

質問項目

質問項目

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページから
見ることができます。
QR コードからアクセ
スしてください。

誠
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行
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上
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上
高
地
線
復
旧
と
市
立
病
院
の
再
整
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上
高
地
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利
用
者
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減
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る
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求
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心
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今
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市
長　
波
田
駅
周
辺
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行
政
、
教
育
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医
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買
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物
な
ど
の
都
市
機
能
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集
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し
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年
新
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友
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づ
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側

が
一
体
と
な
り
、
市
民
が
安
全
に
各
施
設

を
利
用
で
き
、
立※

１

地
適
正
化
計
画
に
あ
る

都
市
像
に
近
づ
く
こ
と
に
も
な
る
。

市
長　
駅
側
と
支
所
側
と
い
う
、
上
高
地

線
を
挟
ん
だ
高
低
差
の
あ
る
エ
リ
ア
を
歩

い
て
往
来
で
き
る
整
備
は
、
松
本
市
立
地

適
正
化
計
画
で
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
位

置
付
け
た
エ
リ
ア

の
将
来
像
と
合
致

す
る
も
の
で
あ

る
。
病
院
建
設
基

本
計
画
の
決
定
を

受
け
て
、
庁
内
で

検
討
に
着
手
し
た

い
と
考
え
る
。

QA

QA

波田駅と市立病院建設予定地の運動広場

波田駅と支所の間にある河岸段丘

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
9月定例会では、16 人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

一般質問
ここが聞きたい !!
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※ 2　6 次産業化　農業を、1 次産業としてだけでなく、加工の 2 次産業、サービスや販売の 3 次産業まで一体化させた産業
として可能性を広げるもの。（6 次＝ 1 次×2 次×3 次）　※ 3　マッチング　良さそうなもの同士を結びつけること、また、
互いの条件がかみ合うこと。

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

古ふ
る
沢さ
わ　
明あ
き
子こ

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
と
効
果

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
が

増
え
て
い
る
。
集
落
付
近
に
出
没
し
、
人

身
被
害
が
発
生
し
て
い
る
ク
マ
へ
の
対
策

と
学
習
放
獣
の
方
法
と
効
果
、
ま
た
、
農

作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
サ
ル
へ
の

対
策
は
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
ク
マ
に
対
し
て

は
人
と
の
接
触
を
防
ぐ
た
め
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
な
ど
で
活
動

が
活
発
に
な
る
時
間
帯
や
目
撃
情
報
を
お

知
ら
せ
し
、
外
出
時
に
は
鈴
や
ラ
ジ
オ
を

携
帯
す
る
よ
う
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
ま
た
、
電
気
柵
や
防
護
柵
設
置
に
対

す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
学
習
放
獣
に

つ
い
て
は
、
捕
獲
し
た
際
に
檻
を
叩
く
な

ど
人
間
に
対
す
る
恐
怖
心
を
植
え
付
け
、

集
落
か
ら
離
れ
た
山
林
へ
放
獣
し
て
お

り
、
再
度
出
没
し
に
く
く
す
る
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
サ
ル
に
対
し
て
は
、

電
気
柵
設
置
補
助
や
猟
友
会
に
よ
る
駆
除

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
捕
獲
な
ど
の
研
究
を
進
め
る
。

政
友
会

中な
か
島じ
ま　
昌ま
さ
子こ

・
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

・
組
織
の
改
編
に
つ
い
て

東
山
部
の
森
林
や
林
道
な
ど
で
の
災
害
発

生
時
の
緊
急
対
応

担
当
す
る
森
林
環
境
課
が
梓
川
支
所
に
配

置
さ
れ
た
た
め
、
担
当
者
の
現
場
到
着
に

時
間
が
か
か
り
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
な

い
な
ど
の
機
動
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

る
。
広
い
市
域
の
森
林
行
政
を
担
う
森
林

環
境
課
の
緊
急
時
の
対
応
は
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
緊
急
対
応
が
必

要
な
鳥
獣
害
や
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
直
ち
に
現
場
に
向
か
い
状
況
を
確

認
し
、
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
東
山
部
へ

の
現
場
対
応
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
課

を
梓
川
支
所
に
移
す
こ
と
を
検
討
す
る
過

程
で
心
配
さ
れ
て
い
た
た
め
、
現
在
、
効

率
的
な
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
る
。

開
明土つ

ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
農
産
物
加
工
施
設
、
直
売
所
の
６
次
産
業
化
支

援
に
つ
い
て

・
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
に
つ
い
て

６※
２

次
産
業
化
支
援
の
取
り
組
み

松
本
市
６
次
産
業
化
支
援
事
業
の
実
績
を

見
る
と
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
盛
り
上

が
り
に
欠
け
て
い
る
と
感
じ
る
。
商
工
連

携
も
視
野
に
入
る
中
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
６
次
産
業
化
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　
平
成
30
年
度
か
ら
審
査

会
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
申
請

件
数
は
減
少
し
た
が
、
よ
り
販
売
力
の
あ

る
地
域
振
興
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
商
品

開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後

は
、
農
業
者
や
消
費
者
、
企
業
と
の
異
業

種
交
流
会
を
開
催
し
、
マ※

３

ッ
チ
ン
グ
を
一

層
推
進
す
る
。
ま
た
、
産
業
振
興
部
の
発

足
に
よ
り
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
し
い

６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
を

推
進
し
、
魅
力

あ
る
商
品
開

発
に
補
助
金

を
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
取

り
組
む
。

QA

QA

QA

強風により市内で発生した倒木

松
本
市
6
次
産
業
化
支
援
事
業
の
案
内
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明青あ

お
木き　
崇
た
か
し

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

・
盛
り
土
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
第
５
波
の
感
染
者
増
加
の

原
因
分
析
と
今
後
の
対
策

松
本
市
に
お
け
る
第
５
波
の
特
徴
や
要
因

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
分
析

に
基
づ
い
た
今
後
の
対
策
は
。

保
健
所
長　

市
内
に
お
け
る
感
染
拡
大

は
、
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
の
影
響
と

考
え
る
。
増
加
の
要
因
は
、
７
月
の
連
休

以
降
、
帰
省
者
を
含
む
県
外
と
の
往
来
に

よ
り
陽
性
者
が
増
加
し
、
同
居
家
族
、
職

場
、
知
人
な
ど
へ
感
染
拡
大
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
家
族
内
感
染
が
多
か
っ
た
こ
と

も
今
回
の
特
徴
で
あ
る
。
今
後
は
若
い
世

代
で
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、
学
校
や
保
育
園

で
の
感
染
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、
抗
体

カ
ク
テ
ル
療
法
で
重
症
化
を
防
ぎ
、
入
院

医
療
を
確
保
で
き
る
よ
う
医
療
機
関
と
連

携
し
、
調
整
し
て
い
る
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
基
本
的
な
感
染
対
策
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
感
染
対
策
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。

開
明今い

ま
井い　
ゆ
う
す
け

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

誹ひ

謗ぼ
う
中
傷
・
差
別
を
禁
止
す
る
た
め
の
条

例
制
定
の
考
え

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
差
別
や

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
、
誹
謗
中
傷
、
い
じ

め
な
ど
が
増
え
て
い
る
。
差
別
や
い
じ
め

の
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
、
新
し
い
条

例
の
制
定
や
平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
た

「
松
本
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る

条
例
」
の
改
正
や
宣
言
な
ど
に
よ
り
、
松

本
市
で
は
何
が
あ
っ
て
も
許
さ
な
い
と
い

う
意
思
表
示
を
し
、
教
育
・
啓
発
を
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

市
長　
状
況
の
変
化
を
鑑
み
た
と
き
、
私

は
既
存
の
条
例
の
改
正
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
る
。
市
と
し

て
も
検
討
を
行
う
が
、
議
員

の
皆
さ
ん
と
も
意
見
交
換
を

行
い
、
行
政
と
議
会
が
協
力

し
て
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
共

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
改
正
健
康
増
進
法
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
危
機
管
理
に
つ
い
て

教
育
現
場
に
お
け
る
個
人
情
報
流
出
の
再

発
防
止
策
と
児
童
へ
の
ケ
ア

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
児
童

の
氏
名
な
ど
が
メ
ー
ル
の
誤
送
信
に
よ
り

流
出
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
①
具
体
的
な

再
発
防
止
策
と
②
流
出
し
た
児
童
へ
の
ケ

ア
は
。

教
育
長　
①
職
員
全
体
を
対
象
と
し
た
個

人
情
報
管
理
に
関
す
る
研
修
の
充
実
と
徹

底
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
職
員
間
の
連
絡

に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
調
達
し
て
い
る
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る

こ
と
や
送
受
信
情
報
の
暗
号
化
、
松※

４

本
市

学
校
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
②
該
当
児
童
と

そ
の
保
護
者
に
対
し
誠
意
を
も
っ
て
謝
罪

す
る
と
共
に
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
約

束
し
た
。
学
校
に
お
い
て
は
職
員
が
該
当

児
童
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

希
望
す
る
児
童
や
保
護
者
に
は
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
面
談
す
る
時
間
を
設

け
、
心
の
ケ
ア
に
も
配
慮
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

差別のない社会の実現に向けて



まつもと市議会だより
vol.195 10※ 5　公開型 GIS　市の地図情報を WEB 上で提供するシステム用語

解説

質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

澤さ
わ
田だ　
佐さ

久く

子こ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
つ
い
て

・
村
井
駅
整
備
に
つ
い
て

・
消
防
行
政
に
つ
い
て

登
校
を
不
安
に
思
う
児
童
な
ど
へ
の
対
応

デ
ル
タ
株
の
感
染
が
拡
大
す
る
状
況
の
中

で
、
登
校
に
不
安
の
あ
る
児
童
生
徒
・
保

護
者
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。

教
育
部
長　
学
校
で
の
対
応
に
つ
い
て
、

保
護
者
に
通
知
を
し
て
い
る
。
内
容
は
①

他
の
ク
ラ
ス
や
学
年
と
の
交
流
活
動
を
避

け
る
②
在
校
時
間
を
減
ら
す
（
休
み
時
間

を
中
心
に
活
動
時
間
を
短
縮
）
③
換
気
と

給
食
で
の
黙
食
を
徹
底
④
小
学
校
の
課
外

活
動
、
中
学
校
の
部
活
動
の
中
止
な
ど
と

し
て
い
る
。
感
染
が
不
安
で
登
校
で
き
な

い
場
合
は
、
欠
席
で
は
な
く
出
席
停
止
扱

い
と
し
て
い
る
。

こ
ど
も
部
長　
放
課
後
の
児
童
預
か
り
施

設
を
利
用
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
、

可
能
な
場
合
の
利
用
自
粛
、
体
調
不
良
時

の
早
め
の
対
応
と
施
設
へ
の
連
絡
を
お
願

い
し
て
い
る
。
密
を
避
け
る
た
め
、
学
校

や
公
民
館
な
ど
を
借
り
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
預
か
り
事
業
を
継
続
す
る

た
め
、
感
染
予
防
に
努
め
る
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い　
明あ
け
美み

・
新
病
院
建
設
に
つ
い
て

・
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

・
旧
五
常
小
学
校
後
利
用
問
題
に
つ
い
て　
な
ど

国
保
税
の
減
免
制
度
の
周
知
と
対
応

持
続
化
給
付
金
の
受
給
に
よ
り
、
今
年

度
、
国
保
税
額
が
大
幅
に
増
え
て
困
っ
て

い
る
と
い
う
声
を
聴
く
。
こ
の
よ
う
な
世

帯
に
対
す
る
減
免
制
度
の
周
知
と
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　
持
続
化
給
付
金
は
課
税

所
得
に
当
た
る
た
め
、
受
給
世
帯
の
中
に

は
税
額
が
増
え
た
世
帯
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ

減
免
制
度
は
、
持
続
化
給
付
金
の
給
付
分

を
除
い
た
収
入
で
判
定
し
、
収
入
が
減
少

し
た
世
帯
は
減
免
対
象
と
な
る
。
こ
の
制

度
は
、
国
保
加
入
の
全
世
帯
が
対
象
で
あ

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
へ
の
掲
載
の

ほ
か
、
納
税
通
知
書
送
付
の
際
に
案
内

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、

納
付
に
関
す
る
電

話
や
窓
口
で
の
相

談
に
お
い
て
も
、

き
め
細
や
か
に
対

応
し
て
い
く
。

公
明
党

勝か
つ
野の　
智と
も
行ゆ
き

・
防
災

８
月
の
大
雨
時
の
避
難
で
見
え
た
課
題
と

改
善
策

避
難
指
示
対
象
者
は
、
土
砂
災
害
と
浸
水

害
を
合
わ
せ
て
５
万
６
１
９
９
人
で
、
実

際
に
避
難
し
た
方
は
２
８
５
人
で
あ
っ

た
。
こ
の
人
数
に
対
す
る
見
解
と
、
今
回

の
避
難
で
見
え
た
課
題
と
改
善
策
は
。

危
機
管
理
部
長　
避
難
者
数
は
大
変
少
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
の
主
な
課
題

と
し
て
①
警
戒
区
域
内
の
方
へ
の
災
害
発

生
リ
ス
ク
の
周
知
②
多
様
化
す
る
避
難
へ

の
対
応
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
改
善
策

と
し
て
は
①
居
住
地
域
の
危
険
性
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
警
戒
区
域
内
の
世
帯

に
絞
り
込
ん
だ
お
知
ら
せ
や
公※

５

開
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
活
用
に
取
り
組
む
②
避
難
行
動
に

は
、
指
定
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
知
人
宅

や
ホ
テ
ル
へ
の
立
退
き
避
難
な
ど
、
選
択

肢
が
あ
る
。
市
が
指
定
す
る
車
に
よ
る
一

時
避
難
駐
車
場
も
あ
る
。
今
後
は
、
複
数

あ
る
避
難
行
動
を
広
く
周
知
し
、
避
難
者

が
最
良
の
行
動
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
迷
わ
ず
に

選
択
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

QA

QA

QA

必要な方に必要な情報を
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※ 6　リノベーション　既存の建物に対して、新たな機能や価値を付け加える改装工事のこと。　※ 7　まちづくり協定　良
好な住環境やそれぞれの地区の特性にあった景観・街なみの形成などを目的として、その地区で自主的に定めるまちづくり
のためのルール。協定では、建物の用途、位置（道路境界からの壁面の後退）、建物の色彩や形態等の意匠をはじめ、看板や
緑化などに係るルールを定めている。

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

公
明
党

上か
み
條じ
ょ
う
　
美み

智ち

子こ

・
香
り
に
悩
む
化
学
物
質
過
敏
症
の
理
解
に
向
け
て

・
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
医
療
福
祉
に
つ
い
て

「
香
害
」
の
周
知
啓
発
と
注
意
喚
起

香
り
の
害
（
香
害
）
は
、
好
き
嫌
い
と
は

異
な
り
、
香
り
の
も
と
と
な
る
化
学
物
質

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
頭
痛
、
め
ま

い
、
吐
き
気
な
ど
を
引
き
起
こ
す
深
刻
な

公
害
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
で
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
周
知

啓
発
、
注
意
喚
起
を
行
い
、
市
民
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
香
害
で
苦
し
ん
で
い
る

方
が
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
周

知
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
香

り
そ
の
も
の
が
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
と
い

う
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
配
慮
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
チ

ラ
シ
を
掲
示
す

る
な
ど
の
対
応

を
検
討
す
る
。

公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
市
営
住
宅
行
政
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
行
政
に
つ
い
て

・
基
幹
博
物
館
建
設
に
つ
い
て　
　

単
身
者
の
年
齢
要
件
の
廃
止

空
き
が
多
い
常
時
募
集
の
市
営
住
宅
に
つ

い
て
、
単
身
者
の
年
齢
要
件
を
廃
止
し
、

さ
ら
に
若
い
世
帯
が
入
居
で
き
る
よ
う
施

設
の
改
善
も
含
め
た
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

建
設
部
長　
常
時
募
集
の
市
営
住
宅
の
多

く
は
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
３
割
を
越

え
る
空
き
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

年
齢
要
件
の
見
直
し
や
若
者
・
子
育
て
世

代
に
合
わ
せ
た
施
設
の
リ※

６

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
若
い
世

代
の
入
居
を
促
す
取
り
組
み
と
し
て
、
遠

距
離
通
学
の
高
校
生
の
た
め
に
、
今
年
４

月
か
ら
浅
間
南
団
地
に
２
戸
分
の
市
営
住

宅
を
用
意
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
も
、
さ

ら
に
推
進
し
て
い

く
。

無
所
属

上か
み
條じ
ょ
う
　
一か
ず
正ま
さ

・
都
市
政
策

高
層
建
築
物
と
ま
ち
な
か
居
住
の
あ
り
方

現
在
の
景
観
計
画
や
中
高
層
条
例
だ
け
で

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
の
ま
ち
な
か

居
住
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
現
行
制
度
だ
け
で
は
課
題
を
解
決

で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
ま
ち

な
か
で
暮
ら
す
者
同
士
や
建
設
関
係
者

が
、
お
互
い
に
考
慮
す
べ
き
新
た
な
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
地
域

住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

ま※
７

ち
づ
く
り
協
定
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

必
要
と
な
る
地
域
、
新
し
い
地
域
に
広
め

て
い
く
。
ま
た
、
松
本
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
住
ま
い
の
あ

り
方
や
ま
ち
な
か

で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
、
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
に

情
報
発
信
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

遠距離通学をしている高校生のための
住宅を用意している浅間南団地

中心市街地の街並み

消
費
者
庁
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
、
環
境
省
が
共
同
で
作
成
し
た

啓
発
ポ
ス
タ
ー
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※８　地産地消コーディネーター派遣事業　施設給食における地場産物利用の推進や安定的な供給体制づくりなどの課題解
決に向けた助言・指導を行うため、知識や経験などを有するコーディネーターを派遣するもの　※ 9　スキーム　目標達成
に向けた具体的な方法、事業計画

用語
解説

質問項目

質問項目

無
所
属

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
市
の
対
応
に
つ
い
て

学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の
推
進

給
食
の
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
、
国
の

地※
８

産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

を
活
用
し
、
農
家
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
連

携
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
考
え

は
。

産
業
振
興
部
長　
現
在
、
多
品
目
の
生
産

が
可
能
な
農
業
生
産
者
な
ど
と
学
校
給
食

の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
納
入
が
実
現

し
、
秋
に
は
ゴ
ボ
ウ
、
白
ネ
ギ
な
ど
も
納

入
に
向
け
て
地
道
に
調
整
し
て
い
る
。
今

後
は
、
地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派

遣
事
業
の
活
用
も
視
野
に
、
ま
ず
市
が
、

生
産
者
や
生
産
者
団
体
な
ど
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役

割
を
担
い
、
学
校

給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
を
推
進
し

て
い
く
。

無
所
属

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
上
高
地
線
の
復
旧
に
つ
い
て

・
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

上
高
地
線
の
復
旧
に
向
け
た
市
の
支
援
策

令
和
元
年
の
台
風
19
号
で
被
災
し
た
上
田

電
鉄
の
復
旧
に
用
い
た
ス※

９

キ
ー
ム
を
適
用

で
き
な
い
か
。
橋
り
ょ
う
の
復
旧
以
外
の

ア
ル
ピ
コ
交
通
に
対
す
る
支
援
策
は
。

建
設
部
長　
上
田
電
鉄
で
用
い
た
事
業
ス

キ
ー
ム
は
、
国
の
「
特
定
大
規
模
災
害
等

鉄
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
」
を
活

用
し
て
い
る
。
補
助
の
活
用
に
は
、
鉄
道

施
設
の
公
有
化
や
長
期
的
な
運
行
の
確
保

に
関
す
る
計
画
の
策
定
な
ど
、
整
理
す
べ

き
課
題
が
あ
る
。
上
田
市
の
災
害
と
は
規

模
が
異
な
る
た
め
、
現
状
で
は
国
の
支
援

制
度
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
運
行
事
業
者
の
経
営
状
況
に
鑑
み
、

柔
軟
な
対
応
を
国

や
県
に
要
請
し
て

い
く
。
ま
た
、
バ

ス
に
よ
る
代
替
輸

送
の
経
費
も
支
援

で
き
る
よ
う
国
や

県
と
調
整
し
て
い

く
。

QA

QA

大雨により橋脚が傾いた上高地線

四賀給食センターの給食は四賀産野菜
たっぷり！

togo-d284
長方形

togo-d284
タイプライターテキスト
交
通
部
長
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令和 3 年 12 月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

11/28 29 30 12/1 2 3 4

本会議（開会）
13:30 ～

議案調査等（休会）

正午　発言通告締切
17:15　請願・陳情提出期限

5 6 7 8 9 10 11

本会議（一般質問）10:00 ～ 委員会審査　10:00 ～

総務・厚生 経済文教・建設環境

12 13 14 15 16 17 18

委員会審査等（休会） 本会議（閉会）
13:30 ～

●日程は変更となる場合があります。
　詳細は議会事務局（34-3210）へお問い合わせくだ

さい。
●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会議の

傍聴自粛をお願いしています。
●本会議はライブ中継、録画配信を行っています。市

議会ホームページからご覧ください。

〒
３
９
０-

８
６
２
０　
松
本
市
丸
の
内
３
番
７
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
６
３-

３
４-

３
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
３-

３
４-

９
８
１
１

発
行　
松
本
市
議
会　

編
集　
広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１
９
５

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

12
月
１
日
発
行

ま
つ
も
と
市
議
会
だ
よ
り

今
号
の
特
集
は
、
臥
雲
市
政
初

の
決
算
特
別
委
員
会
審
査
。
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の

�

（
高
浜
虚
子
）

令
和
３
年
も
残
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
は
一

変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
市
議

会
の
信
念
と
は
、
市
民
の
皆
様
の

生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
時

代
を
貫
い
て
い
く
「
棒
の
如
き
も

の
」。
そ
の
具
体
的
な
活
動
や
議

論
を
、
市
議
会
だ
よ
り
が
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

　
　
部
会
長　
　
澤
田　
佐
久
子

　
　
副
部
会
長　
内
田　
麻
美

　
　
　
　
　
　
　
神
津　
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
吉
村　
幸
代

　
　
　
　
　
　
　
若
林　
真
一

　
　
　
　
　
　
　
中
島　
昌
子

テレビ松本ケーブルテレビジョ
ンで放送するほか、放送された
番組はホームページでも公開し
ています。

（Windows Media Player 用）

松本市議会  委員会レポート
で検索

編　
集　
後　
記

歩行者天国×エコ展
―松本のまんなかでエコ・ゼロカーボンを叫ぶ― 中町商店街振興組合

専務理事

松
まつ

尾
お

　 昭
あきら

さん
中町通りで、イベント「ゆっくり

のんびり中町　ホコ天×エコ展」が
今年 8 月から来年 1 月まで、毎月
第 4 日曜日に開催されています。

これは、気候変動問題や自然エネ
ルギー、エコに取り組む市民や団体
などが出展し、環境問題を考える
きっかけになればと企画されたもの
です。

今回は、主催の中町商店街振興組
合専務理事の松尾昭さんと、実行委
員でイラストレーターの新井芙季さ
ん、お二人にお話しを伺いました。

ホコ天×エコ展開催の趣旨と
きっかけを教えてください。

（松尾さん）中町では、これまでも
歩行者天国を実施しています。市が
気候非常事態宣言をし、ゼロカーボ
ンシティを目指していると聞き、エ
コを意識してもらえるようなイベン
トができないかと考え、企画提案し
ました。

イベントの感想を教えてくださ
い。

（松尾さん）「温暖化対策でできるこ
と」のためのアイディアやメッセー
ジをふせんに書いてボードに貼って
もらったり、「こんなエコに取り組
みたい」シール投票など、想像以上

に反応がありました。開催してよ
かったです。

（新井さん）環境問題に対して個々
人ができる行動についてイラストで
示した冊子の配布をしました。環境
問題にあまり関心のない方の心に、
ほんの少しでも引っかかるものが
あったならそれが一番嬉しいと感じ
ました。

	

気候危機について、できること
を教えてください。

（新井さん）国や自治体の政治に関
心を持つこと（選挙に行く、意思表
示する）。脱プラや省エネなど、個
人の努力だけでの解決は難しく、政
治に声を届けることが必須です。

市議会、議員に望むことはあり
ますか？

（松尾さん）若い議員が増えてほし
いです。ＩＴの活用や脱ハンコ、環
境についても若い方が声をあげてい
ます。新しい感覚で活動しやすい議
会となり、松本をよくしていってほ
しいです。

（新井さん）議員の方には子どもか
ら高齢者まであらゆる年代の市民の
声を直接聞いてほしいです。また、
動物たちや未来を生きる若者といっ
た、声を上げることのできない存在
がいるということにも配慮を広げて
政策を吟味してほしいです。

市議会広報番組
「松本市議会委員会レポート」

定例会の委員会審査の内容などを報告します！

環境活動家
イラストレーター

新
あら

井
い

芙
ふ

季
き

さん

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

新
井
さ
ん
が
配
布
し
た
冊
子
の
イ
ラ
ス
ト

シール投票の様子

イベントが行われる中町通り




